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［ シンポジウム報告 ］

〔フロンティア農業経済研究　第20巻第2号　2018.3〕

地域酪農の発展と一元集荷体制の課題

ご紹介いただきました石橋でございます。
お手元のレジュメにありますように、私は、資
料は何もありません。こういうことでお話をする
ということで出しております。皆さんのご報告を
お聞きして、そうか、経済学会というのは、こう
いうきちんとしたデータを持たないとだめなのか
ということがわかったのですが、それはそれとし
て、地域酪農が発展をするにはどうしたらいいか
ということです。一番最初にありますとおり、ま
ず酪農家の人材を確保するということです。人の
再生産が最大の課題です。これは、浜中のみでは
なく、釧路、根室という地域、あるいは北海道と
いう地域、あるいは、全国の酪農生産課題を見て
いたら、人をどうやってつくるかが最大の課題な
んですね。それをどういうふうにしていくかとい
う。その人材を確保するというと、言葉は悪いの
ですが、誰でもいいわけではないのです。先ほど
来、茂木社長からもお話がありましたとおり、優
秀な酪農家、いわゆる経営者を育てなければなら
ないのです。経営者を確保して初めて、酪農とい
う農業がしっかりと次の世代に向かって歩いてい
くことができるということなんです。そのために
は、どうやって人材を確保するかなんです。
浜中町農協は、いろいろなことをやってきまし
た。その中で、いかに人を育てるかということを
やってきました。それが就農者研修牧場なんで
す。これがようやく地域の中で、標茶にTACSと
いうものができて動き出しました。さらに言え
ば、ようやくホクレンも陸別の農協と一緒になっ
て、いわゆる農業生産法人の教育をつかさどるも

のを立ち上げようというような話ができてきたわ
けです。いろいろな意味で、人がいなければどう
にもならないです。これは全ての産業に共通する
ことです。何も酪農だけに限ったことではない。
そうだとすると、いかに酪農の人材、しかも優秀
な人材を確保するかという問題です。
そのために必要なことは、やっぱり経営者教育
なんです。大学では、農業の知識は教えますけれ
ども、農業経営の知恵は教えません。ですから、
大学を出ただけで、農業経営者、酪農経営者には
なれないというのが私の持論であります。ですか
ら、経営者になるためには、しっかりと実学を学
ばなければならないのです。百姓なのです。百態
を学ばなければならない。しかも、それは日々変
化する気象、あるいは牛の体調、あるいは今日与
える餌も変わるんですよ。その変わることをきち
んと見定めた上で、どういうやり方をしていく
か、どういう作業を今日はするのかということを
考えて行かなくてはならない。それが経営者なん
です。それを最終的には、先ほど三宅さんからお
話がありましたように、しっかりとマネジメント
する能力を持たない農業経営者は、いずれリタイ
アしていくということになるわけです。
実は、これから団塊の世代が急速に現場を離脱
していきます。恐ろしいくらい離脱していきます
よ。皆さんの職場でも同じではないでしょうか。
団塊の世代が定年を迎えます。今は定年延長をす
るような仕組みができておりますけれども、酪農
界も70歳まではできますよ。でも、70歳を超えた
ら厳しいです。現実問題として言えば。朝晩の搾

乳という作業をしなければならないです。さらに
農作業があります。TMRセンターを使って餌を
配送してもらったら自分で餌をつくる必要はない
のかもしれませんけれども、その餌をちゃんと自
分の牛に合った、牛群にあったメニューにきちん
としながら与えていくということをやらなければ
ならないのです。そうすると、そういう能力を
持った酪農経営者でなかったら、牛乳生産どころ
ではないですよ。
そして、これからますます要求されることは、
いい牛乳でなければ売れない時代に入ります。特
に、ＴＰＰがこれからはいろいろな形でいろいろ
な影響を与えてきます。そのときに問題になりま
すことは、日本の生乳は世界一のものだと自信を
持って、胸を張って言えるような生乳生産をして
いかなければいけない時代に入っていくわけで
す。そのためには、きちんとした優秀な人材を酪
農家として育てる、確保する、そういうことが大
事になってくるわけです。そのために、私ども
は、ここにありますとおり、平成3年に就農者研
修牧場というものを設立しました。そうして、
今、私どもの農協は生産農家183戸です。そのう
ちの2割が新規就農なんです。全国から集まって
います。全国から人材が来ています。今、うちは
37戸が新規就農で入って仕事をしている、という
ことになります。
そういう意味で言うと、人材を確保するという
こと、しかも、人材を確保するためには、今足り
ないから、よし、明日どうにかしようとしたって
絶対に間に合わないです。少なくとも3年、5年と
いう時間をかけなければ人材は育ちません。その
ためには、3年を見越して、5年を見越して、育て
がいのある人材を確保するということをしていか
なければならないのです。これからは法人に就職
される、就農される若い方々も増えてくるかと思
います。しかし、その方々もやっぱり優秀でなけ
ればならないのですよ。ある意味では、社長の命

を受けて、しっかりと現場を仕切ることのできる
人材でなければならない。これは畑の作業でもそ
うです。あるいは、牛を飼うということ、搾乳を
するということ、今、搾乳はロボットが代替する
ようになりましたから、そこのところは少し別な
観点で見ていかなければなりません。しかし、ロ
ボットだから任せればいいというものでもないの
です。現実問題として、ロボットを使いこなさな
ければならないです。うちの牛群を見て、ロボッ
トをどういうふうにセットするかということを
やっていかなければ、ロボットを入れてロボット
に任せたらそれでオーケーではないです。ロボッ
トをちゃんと使いこなせるだけの能力、あるい
は、それをコントロールする外部からの力をしっ
かりとマネジメントできる能力を持った生産者で
なければならないというのが私の思いでありま
す。
そんな時代に、農水省は、今年、畜産クラス
ター制度を取り上げてつくりました。あんなばか
ばかしいことは、私は即刻やめろと言ったので
す。今年の3月につくった農業の3本の矢の柱は何
だと思いますか。人、牛、餌です。一番最初に人
を持ってきているのです。そして、今、牛の頭数
は激減しているのです。
今年の統計情報事務所の数字では、日本の乳牛
は137万1,000頭ですよ。私が今から7年前に165万
頭になったときに、今、乳牛確保の手を打たな
かったら、いずれ150万頭を切るよ、いや、140万
頭を切るかもしれないと、私はある酪農雑誌で提
言したのですが、みんなから笑われました。石橋
さん、そんなことにはならないという話でした。
しかし、現実はどうですか。昨年は140万頭を切
り139万5,000頭ですからね。今年は、さらに2万
4,000頭減って、137万1,000頭です。まだまだ減り
ます。下手をすると、140万頭どころか、130万頭
を切るかもしれません。それは、農水省は見越し
ましたね。どういうふうにあらわしたか。ＴＰＰ

で7万トンの生乳換算を入れますよということ
は、農水省は、酪農振興政策はもう向こうにやっ
てしまったということです。もう日本の生産量は
伸びないのだから、この7万トンを入れますよと
いうことを言ったのです。
その原因をつくったのはホクレンなのです。ホ
クレンは、バターが足りないと言われて、テーブ
ルバターがないからと消費者からいろいろなこと
を言われたのです。それなのに、何でバターをつ
くる原料乳を工場に出さなかったのですか。北海
道の加工原料乳の価格と本州に持っていった飲用
乳価格、それと我々酪農家の手取り額はあまり変
わりません。何の意味もないですよ。だったら本
州に送るものをちょっと減らせばいいだけではな
いですか。それで本州の消費者が、いや北海道の
ものが欲しいと言ったら、では、あと15円上げろ
という話をすればいいのです。そういう戦術、戦
略がホクレンにないのです。そして、唯々諾々と
国に7万トンを差し出してしまった。どうするん
ですかね。
農水省がつくった畜産クラスターは浜中がモデ
ルです。私どもは何をやってきたかというと、人
を育てるということで、研修牧場をつくりまし
た。そして、牛を確保するためにどうしたかとい
うと、育成牧場をずっとやってきました。一番最
初にやったのです。実は、育成牧場というのは、
ほかのところはみんな町村がやっています。公共
育成牧場というものです。浜中町ではやりません
でしたから、農協がやりました。ヘルパーからい
ろいろなことをアウトソーシングして、コントラ
クターもやっています。そして、酪農技術セン
ターで牛乳をきちんと管理もする、研修牧場もや
る、これは全部農協がやっています。そして、そ
れぞれ行政の皆さんがそれをしっかりとサポート
してくれているのです。
我々が研修牧場をつくるときに、誰も補助金を
出しませんでした。道庁ですら、農協がそんなこ

とをやるものではない、北海道には農業高校だっ
て農業系の大学だってこんなにいっぱいある、こ
んなに農業者が育っていると言われたのです。私
は、道庁の担当者に言ったのです。では、卒業生
ですぐ酪農をやれるという人がいたらいつでも連
れてきてください、すぐに就農させてあげます。
いまだに誰も連れてきてくれません。中央会も同
じです。中央会は、農協がそんなことをやったら
将来のお荷物になるからやめろという話をしまし
た。お荷物どころではないですよ。今、人を育て
なければいけないと言っている時代に、そういう
ことを見越すことのできないこの先見性のなさと
いうのは、農協改革で中央会を潰せと言われても
しょうがない。
少なくとも農協という組織は、5年先を見越し
ながら今何をするかをやっていくという、そうい
うものなのです。ですから、私どものところは、
毎年、5年先をシミュレーションします。5年先を
シミュレーションすると、農家の年齢と家族構成
が全部わかっていますから、それで見ていくと、
2年後には、あの人はやっぱりやめざるを得な
い、3年後はこの人、5年後はこうだと。では、来
年はどうなるか、再来年どうかと数えていくと、
20戸くらいはやめざるを得ない人が見えてくるわ
けです。そうすると、その跡地をどうするかと考
えたら、もう新規就農で入れるしかないな、と
なってしまうわけです。それで新規就農でも足り
ないときはどうするのかとなったら、法人参入も
これからは検討しなければならない時代に入ると
いうことです。そういうことで、実はこの、農業
生産法人酪農王国というものを、農協と地域のい
ろいろな産業の人たちに出資をしていただいて、
つくりました。これは何のためにつくったかとい
うと、法人の研修牧場です。これからは法人の研
修牧場も必要だと考えました。酪農というのは、
牛肉をやっていた皆さんが酪農に参入してくる
ケースが最近は増えてきています。これは、牛を

見る目を持っているからです。牛を見る目を持っ
ているからできるのです。ところが、ずぶの素人
が、俺は明日から酪農をやると言ってぽんと入っ
てきてやれるはずがないです。私は絶対にできな
いと思っています。そういう点からすると、法人
に入ってもらうためには、法人の社長ではなくて
もいいです、マネジャーをきちんと育てて、牧場
管理ができる者を育てていかなければならない。
そして、親会社に金を出してもらって、農業生産
法人をつくって、地域の生産基盤を守っていくと
いうことをやっていかなければならない、そうい
う時代に入ったと思っております。
先ほど荒木先生もおっしゃられましたが、今、
地方の人口がどんどん減っていくときに何をする
か、私は、農業が地域の核になって、農協がその
地域づくりのコーディネーターの役割を果たす時
代に入ったと思っているのです。今、酪農地帯の
農協は、金の使い道がなくて金が余っているので
す。どうしてかというと、生産手段は全部酪農家
が持っているからです。農協は、生産手段のため
の投資は何もしないで済むのです。うちは、全部
をアウトソーシングしてしまうので、トラックが
一台もありませんからね。そうすると、金の使い
道に困るのです。だったら、人を育てることにど
んどん金を使えばいいではないですか。
やはり、地域の酪農村の農協と自治体は、地域
の組合と協力して、人を育ててやっていくという
ことです。個人でだめだったら法人だっていいで
はないかということです。農協はブロックをして
クローズドシップでやる時代ではないです。オー
プンシップで、地域の農業をどうするか、地域コ
ミュニティーをどうやってつくっていくかという
ことを考えなければいけない、そういう時代に
入ったのです。私はそのように思っています。
そういう意味では、多様な経営体をいっぱいつ
くっていかなければならないのです。ロボット経
営もあれば、法人経営もあれば、放牧酪農をやる

者もいれば、いやいや、俺はフリーストールでや
ると、いろいろな経営体があって地域のコミュニ
ティーがしっかりと確保されるということです。
そして、何よりも大事なことは、どんなグローバ
ルな大波が来てもきちんと生き残っていくために
何が必要かといったら、日本の消費者に選ばれる
牛乳をつくっていくということです。安全でおい
しい牛乳をつくっていくということです。それが
日本の酪農家の最大の問題点ではないですか。も
う牛乳が足りない時代に入ってしまったのです。
日本の消費者に選ばれる牛乳をつくることを我々
酪農家は一番に心がけてやっていく時代に入った
ということです。
それは、言ってみれば、地域再生の課題でもあ
るのです。今、日本の田舎の人口が減っていま
す。その中でも顕著に減っていくのは漁村なので
す。そうすると、北海道の地方の町村は何で地域
を守るかといったら、農業で守るしかないので
す。ましてや、酪農しかできない私どものような
ところは酪農をしっかり守る。そのためにやれる
ことは何でもやる。農協にタブーはないです。そ
ういう時代に入ったと私は思っています。
さて、一元集荷体制の課題でありますけれど
も、先ほど来、先生方皆さんがおっしゃられまし
たので、改めて私から申し上げることはありませ
んけれども、やはり無条件委託の是非ですね。本
当に無条件委託でいいのか。無条件委託というこ
との裏返しの問題は、委託された牛乳は指定生産
者団体は絶対に拒否してはならないということな
のです。ところが、平成18年にやりました。そし
て今の乳牛の減少の一番の原因をつくったので
す。ホクレンは、あの時北海道の、平成18年3月
の1カ月で1万1,000頭の経産牛淘汰をやったんで
す。それ以来、北海道の酪農は、がたがたがたと
下がりました。乳牛とはそういうものなのです。
これは我々生産者からしたら、とんでもないこと
をやったと思います。ただ、あの時、うちの農協

は一頭も淘汰しませんでした。計画生産はやろう
と思えばやれたのです。それは、計画生産の個別
割り当てではないです。183戸の酪農家がいた
ら、その年の牛乳が伸びる人もいれば、下がる人
もいるのです。特に、放牧酪農をやったら、必ず
そういうことになる。それを農協として全体を管
理すればいいのです。プラスマイナスをどう調整
するかによって、浜中農協に割り当てられた乳量
を9万1,000トンなら9万1,000トンの枠に入ってい
ればいいだけの話です。農協というのはそれがで
きるのです。そういうことをやらなかった農協が
黙ってホクレンの言うとおり、経産牛を淘汰して
しまっておかしなことになった。ですから、ホク
レンの言うことを聞いたら、ろくなことがないと
いうのは、あの時にみんながわかったんじゃない
ですか。
あと、多元販売も現在のシステムがいいのかど
うかということもあります。一番いいのは、産地
表示をすることです。茂木社長は北海道と名がつ
けば売れるとおっしゃられましたけれども、私
は、もう一歩進めて、その地域のテロワールを表
示できるような牛乳生産、地域の表示で売れる時
代に入ったのです。米では確実にその時代に入っ
ています。銘柄と産地です。いずれ牛乳もそうな
ります。そういうことを考えてしっかりやってい
く、それを一元集荷の中でどう生かせるかどうか
がこれからの課題だというふうに思います。それ
は、乳業メーカーとのコラボです。うちはこうい
う牛乳をつくるから、この牛乳でこういう乳製品
をつくってほしい、あるいは、こういう飲用牛乳
をつくってほしい。それを日本全国で消費者とき
ちんと向き合って商売する、そういうことをしな
ければならない時代に入ったと私は思っていま
す。
産地表示という地域アピール問題は、地域の皆
さんが頑張っていいものをつくったのだったら、
その産地表示でちゃんと売れるようにしていこう

浜中町農協組合長 石　橋　榮　紀

ではないか。それが今の一元集荷、多元販売の中
でもできるはずです。それができないのだった
ら、こんなものはぶち壊したほうがいいと私は思
います。
最後になりますが、消費者の評価を価格に反映
できるような価格のとり方、つくり方ですね。こ
れは、我々生産者団体も生産者も含め、メーカー
も含めてやっていかなければならない課題だろう
と思います。今、いろいろな意味で一元集荷、多
元販売が曲がり角にあるのは事実です。茂木社長
のような方が現れて、言ってみれば、フリーに商
売ができるような仕掛けができてきた。そうだと
したら、そういう方向性もあるのではないかと
思っております。
以上でございます。どうもありがとうございま
した。

（2016年4月21日受理）

* Corresponding author：ishibashi-s@ja-hamanaka.or.jp
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す。これがようやく地域の中で、標茶にTACSと
いうものができて動き出しました。さらに言え
ば、ようやくホクレンも陸別の農協と一緒になっ
て、いわゆる農業生産法人の教育をつかさどるも

のを立ち上げようというような話ができてきたわ
けです。いろいろな意味で、人がいなければどう
にもならないです。これは全ての産業に共通する
ことです。何も酪農だけに限ったことではない。
そうだとすると、いかに酪農の人材、しかも優秀
な人材を確保するかという問題です。
そのために必要なことは、やっぱり経営者教育
なんです。大学では、農業の知識は教えますけれ
ども、農業経営の知恵は教えません。ですから、
大学を出ただけで、農業経営者、酪農経営者には
なれないというのが私の持論であります。ですか
ら、経営者になるためには、しっかりと実学を学
ばなければならないのです。百姓なのです。百態
を学ばなければならない。しかも、それは日々変
化する気象、あるいは牛の体調、あるいは今日与
える餌も変わるんですよ。その変わることをきち
んと見定めた上で、どういうやり方をしていく
か、どういう作業を今日はするのかということを
考えて行かなくてはならない。それが経営者なん
です。それを最終的には、先ほど三宅さんからお
話がありましたように、しっかりとマネジメント
する能力を持たない農業経営者は、いずれリタイ
アしていくということになるわけです。
実は、これから団塊の世代が急速に現場を離脱
していきます。恐ろしいくらい離脱していきます
よ。皆さんの職場でも同じではないでしょうか。
団塊の世代が定年を迎えます。今は定年延長をす
るような仕組みができておりますけれども、酪農
界も70歳まではできますよ。でも、70歳を超えた
ら厳しいです。現実問題として言えば。朝晩の搾

乳という作業をしなければならないです。さらに
農作業があります。TMRセンターを使って餌を
配送してもらったら自分で餌をつくる必要はない
のかもしれませんけれども、その餌をちゃんと自
分の牛に合った、牛群にあったメニューにきちん
としながら与えていくということをやらなければ
ならないのです。そうすると、そういう能力を
持った酪農経営者でなかったら、牛乳生産どころ
ではないですよ。
そして、これからますます要求されることは、
いい牛乳でなければ売れない時代に入ります。特
に、ＴＰＰがこれからはいろいろな形でいろいろ
な影響を与えてきます。そのときに問題になりま
すことは、日本の生乳は世界一のものだと自信を
持って、胸を張って言えるような生乳生産をして
いかなければいけない時代に入っていくわけで
す。そのためには、きちんとした優秀な人材を酪
農家として育てる、確保する、そういうことが大
事になってくるわけです。そのために、私ども
は、ここにありますとおり、平成3年に就農者研
修牧場というものを設立しました。そうして、
今、私どもの農協は生産農家183戸です。そのう
ちの2割が新規就農なんです。全国から集まって
います。全国から人材が来ています。今、うちは
37戸が新規就農で入って仕事をしている、という
ことになります。
そういう意味で言うと、人材を確保するという
こと、しかも、人材を確保するためには、今足り
ないから、よし、明日どうにかしようとしたって
絶対に間に合わないです。少なくとも3年、5年と
いう時間をかけなければ人材は育ちません。その
ためには、3年を見越して、5年を見越して、育て
がいのある人材を確保するということをしていか
なければならないのです。これからは法人に就職
される、就農される若い方々も増えてくるかと思
います。しかし、その方々もやっぱり優秀でなけ
ればならないのですよ。ある意味では、社長の命

を受けて、しっかりと現場を仕切ることのできる
人材でなければならない。これは畑の作業でもそ
うです。あるいは、牛を飼うということ、搾乳を
するということ、今、搾乳はロボットが代替する
ようになりましたから、そこのところは少し別な
観点で見ていかなければなりません。しかし、ロ
ボットだから任せればいいというものでもないの
です。現実問題として、ロボットを使いこなさな
ければならないです。うちの牛群を見て、ロボッ
トをどういうふうにセットするかということを
やっていかなければ、ロボットを入れてロボット
に任せたらそれでオーケーではないです。ロボッ
トをちゃんと使いこなせるだけの能力、あるい
は、それをコントロールする外部からの力をしっ
かりとマネジメントできる能力を持った生産者で
なければならないというのが私の思いでありま
す。
そんな時代に、農水省は、今年、畜産クラス
ター制度を取り上げてつくりました。あんなばか
ばかしいことは、私は即刻やめろと言ったので
す。今年の3月につくった農業の3本の矢の柱は何
だと思いますか。人、牛、餌です。一番最初に人
を持ってきているのです。そして、今、牛の頭数
は激減しているのです。
今年の統計情報事務所の数字では、日本の乳牛
は137万1,000頭ですよ。私が今から7年前に165万
頭になったときに、今、乳牛確保の手を打たな
かったら、いずれ150万頭を切るよ、いや、140万
頭を切るかもしれないと、私はある酪農雑誌で提
言したのですが、みんなから笑われました。石橋
さん、そんなことにはならないという話でした。
しかし、現実はどうですか。昨年は140万頭を切
り139万5,000頭ですからね。今年は、さらに2万
4,000頭減って、137万1,000頭です。まだまだ減り
ます。下手をすると、140万頭どころか、130万頭
を切るかもしれません。それは、農水省は見越し
ましたね。どういうふうにあらわしたか。ＴＰＰ

で7万トンの生乳換算を入れますよということ
は、農水省は、酪農振興政策はもう向こうにやっ
てしまったということです。もう日本の生産量は
伸びないのだから、この7万トンを入れますよと
いうことを言ったのです。
その原因をつくったのはホクレンなのです。ホ
クレンは、バターが足りないと言われて、テーブ
ルバターがないからと消費者からいろいろなこと
を言われたのです。それなのに、何でバターをつ
くる原料乳を工場に出さなかったのですか。北海
道の加工原料乳の価格と本州に持っていった飲用
乳価格、それと我々酪農家の手取り額はあまり変
わりません。何の意味もないですよ。だったら本
州に送るものをちょっと減らせばいいだけではな
いですか。それで本州の消費者が、いや北海道の
ものが欲しいと言ったら、では、あと15円上げろ
という話をすればいいのです。そういう戦術、戦
略がホクレンにないのです。そして、唯々諾々と
国に7万トンを差し出してしまった。どうするん
ですかね。
農水省がつくった畜産クラスターは浜中がモデ
ルです。私どもは何をやってきたかというと、人
を育てるということで、研修牧場をつくりまし
た。そして、牛を確保するためにどうしたかとい
うと、育成牧場をずっとやってきました。一番最
初にやったのです。実は、育成牧場というのは、
ほかのところはみんな町村がやっています。公共
育成牧場というものです。浜中町ではやりません
でしたから、農協がやりました。ヘルパーからい
ろいろなことをアウトソーシングして、コントラ
クターもやっています。そして、酪農技術セン
ターで牛乳をきちんと管理もする、研修牧場もや
る、これは全部農協がやっています。そして、そ
れぞれ行政の皆さんがそれをしっかりとサポート
してくれているのです。
我々が研修牧場をつくるときに、誰も補助金を
出しませんでした。道庁ですら、農協がそんなこ

とをやるものではない、北海道には農業高校だっ
て農業系の大学だってこんなにいっぱいある、こ
んなに農業者が育っていると言われたのです。私
は、道庁の担当者に言ったのです。では、卒業生
ですぐ酪農をやれるという人がいたらいつでも連
れてきてください、すぐに就農させてあげます。
いまだに誰も連れてきてくれません。中央会も同
じです。中央会は、農協がそんなことをやったら
将来のお荷物になるからやめろという話をしまし
た。お荷物どころではないですよ。今、人を育て
なければいけないと言っている時代に、そういう
ことを見越すことのできないこの先見性のなさと
いうのは、農協改革で中央会を潰せと言われても
しょうがない。
少なくとも農協という組織は、5年先を見越し
ながら今何をするかをやっていくという、そうい
うものなのです。ですから、私どものところは、
毎年、5年先をシミュレーションします。5年先を
シミュレーションすると、農家の年齢と家族構成
が全部わかっていますから、それで見ていくと、
2年後には、あの人はやっぱりやめざるを得な
い、3年後はこの人、5年後はこうだと。では、来
年はどうなるか、再来年どうかと数えていくと、
20戸くらいはやめざるを得ない人が見えてくるわ
けです。そうすると、その跡地をどうするかと考
えたら、もう新規就農で入れるしかないな、と
なってしまうわけです。それで新規就農でも足り
ないときはどうするのかとなったら、法人参入も
これからは検討しなければならない時代に入ると
いうことです。そういうことで、実はこの、農業
生産法人酪農王国というものを、農協と地域のい
ろいろな産業の人たちに出資をしていただいて、
つくりました。これは何のためにつくったかとい
うと、法人の研修牧場です。これからは法人の研
修牧場も必要だと考えました。酪農というのは、
牛肉をやっていた皆さんが酪農に参入してくる
ケースが最近は増えてきています。これは、牛を

見る目を持っているからです。牛を見る目を持っ
ているからできるのです。ところが、ずぶの素人
が、俺は明日から酪農をやると言ってぽんと入っ
てきてやれるはずがないです。私は絶対にできな
いと思っています。そういう点からすると、法人
に入ってもらうためには、法人の社長ではなくて
もいいです、マネジャーをきちんと育てて、牧場
管理ができる者を育てていかなければならない。
そして、親会社に金を出してもらって、農業生産
法人をつくって、地域の生産基盤を守っていくと
いうことをやっていかなければならない、そうい
う時代に入ったと思っております。
先ほど荒木先生もおっしゃられましたが、今、
地方の人口がどんどん減っていくときに何をする
か、私は、農業が地域の核になって、農協がその
地域づくりのコーディネーターの役割を果たす時
代に入ったと思っているのです。今、酪農地帯の
農協は、金の使い道がなくて金が余っているので
す。どうしてかというと、生産手段は全部酪農家
が持っているからです。農協は、生産手段のため
の投資は何もしないで済むのです。うちは、全部
をアウトソーシングしてしまうので、トラックが
一台もありませんからね。そうすると、金の使い
道に困るのです。だったら、人を育てることにど
んどん金を使えばいいではないですか。
やはり、地域の酪農村の農協と自治体は、地域
の組合と協力して、人を育ててやっていくという
ことです。個人でだめだったら法人だっていいで
はないかということです。農協はブロックをして
クローズドシップでやる時代ではないです。オー
プンシップで、地域の農業をどうするか、地域コ
ミュニティーをどうやってつくっていくかという
ことを考えなければいけない、そういう時代に
入ったのです。私はそのように思っています。
そういう意味では、多様な経営体をいっぱいつ
くっていかなければならないのです。ロボット経
営もあれば、法人経営もあれば、放牧酪農をやる

者もいれば、いやいや、俺はフリーストールでや
ると、いろいろな経営体があって地域のコミュニ
ティーがしっかりと確保されるということです。
そして、何よりも大事なことは、どんなグローバ
ルな大波が来てもきちんと生き残っていくために
何が必要かといったら、日本の消費者に選ばれる
牛乳をつくっていくということです。安全でおい
しい牛乳をつくっていくということです。それが
日本の酪農家の最大の問題点ではないですか。も
う牛乳が足りない時代に入ってしまったのです。
日本の消費者に選ばれる牛乳をつくることを我々
酪農家は一番に心がけてやっていく時代に入った
ということです。
それは、言ってみれば、地域再生の課題でもあ
るのです。今、日本の田舎の人口が減っていま
す。その中でも顕著に減っていくのは漁村なので
す。そうすると、北海道の地方の町村は何で地域
を守るかといったら、農業で守るしかないので
す。ましてや、酪農しかできない私どものような
ところは酪農をしっかり守る。そのためにやれる
ことは何でもやる。農協にタブーはないです。そ
ういう時代に入ったと私は思っています。
さて、一元集荷体制の課題でありますけれど
も、先ほど来、先生方皆さんがおっしゃられまし
たので、改めて私から申し上げることはありませ
んけれども、やはり無条件委託の是非ですね。本
当に無条件委託でいいのか。無条件委託というこ
との裏返しの問題は、委託された牛乳は指定生産
者団体は絶対に拒否してはならないということな
のです。ところが、平成18年にやりました。そし
て今の乳牛の減少の一番の原因をつくったので
す。ホクレンは、あの時北海道の、平成18年3月
の1カ月で1万1,000頭の経産牛淘汰をやったんで
す。それ以来、北海道の酪農は、がたがたがたと
下がりました。乳牛とはそういうものなのです。
これは我々生産者からしたら、とんでもないこと
をやったと思います。ただ、あの時、うちの農協

は一頭も淘汰しませんでした。計画生産はやろう
と思えばやれたのです。それは、計画生産の個別
割り当てではないです。183戸の酪農家がいた
ら、その年の牛乳が伸びる人もいれば、下がる人
もいるのです。特に、放牧酪農をやったら、必ず
そういうことになる。それを農協として全体を管
理すればいいのです。プラスマイナスをどう調整
するかによって、浜中農協に割り当てられた乳量
を9万1,000トンなら9万1,000トンの枠に入ってい
ればいいだけの話です。農協というのはそれがで
きるのです。そういうことをやらなかった農協が
黙ってホクレンの言うとおり、経産牛を淘汰して
しまっておかしなことになった。ですから、ホク
レンの言うことを聞いたら、ろくなことがないと
いうのは、あの時にみんながわかったんじゃない
ですか。
あと、多元販売も現在のシステムがいいのかど
うかということもあります。一番いいのは、産地
表示をすることです。茂木社長は北海道と名がつ
けば売れるとおっしゃられましたけれども、私
は、もう一歩進めて、その地域のテロワールを表
示できるような牛乳生産、地域の表示で売れる時
代に入ったのです。米では確実にその時代に入っ
ています。銘柄と産地です。いずれ牛乳もそうな
ります。そういうことを考えてしっかりやってい
く、それを一元集荷の中でどう生かせるかどうか
がこれからの課題だというふうに思います。それ
は、乳業メーカーとのコラボです。うちはこうい
う牛乳をつくるから、この牛乳でこういう乳製品
をつくってほしい、あるいは、こういう飲用牛乳
をつくってほしい。それを日本全国で消費者とき
ちんと向き合って商売する、そういうことをしな
ければならない時代に入ったと私は思っていま
す。
産地表示という地域アピール問題は、地域の皆
さんが頑張っていいものをつくったのだったら、
その産地表示でちゃんと売れるようにしていこう

ではないか。それが今の一元集荷、多元販売の中
でもできるはずです。それができないのだった
ら、こんなものはぶち壊したほうがいいと私は思
います。
最後になりますが、消費者の評価を価格に反映
できるような価格のとり方、つくり方ですね。こ
れは、我々生産者団体も生産者も含め、メーカー
も含めてやっていかなければならない課題だろう
と思います。今、いろいろな意味で一元集荷、多
元販売が曲がり角にあるのは事実です。茂木社長
のような方が現れて、言ってみれば、フリーに商
売ができるような仕掛けができてきた。そうだと
したら、そういう方向性もあるのではないかと
思っております。
以上でございます。どうもありがとうございま
した。

（2016年4月21日受理）



ご紹介いただきました石橋でございます。
お手元のレジュメにありますように、私は、資
料は何もありません。こういうことでお話をする
ということで出しております。皆さんのご報告を
お聞きして、そうか、経済学会というのは、こう
いうきちんとしたデータを持たないとだめなのか
ということがわかったのですが、それはそれとし
て、地域酪農が発展をするにはどうしたらいいか
ということです。一番最初にありますとおり、ま
ず酪農家の人材を確保するということです。人の
再生産が最大の課題です。これは、浜中のみでは
なく、釧路、根室という地域、あるいは北海道と
いう地域、あるいは、全国の酪農生産課題を見て
いたら、人をどうやってつくるかが最大の課題な
んですね。それをどういうふうにしていくかとい
う。その人材を確保するというと、言葉は悪いの
ですが、誰でもいいわけではないのです。先ほど
来、茂木社長からもお話がありましたとおり、優
秀な酪農家、いわゆる経営者を育てなければなら
ないのです。経営者を確保して初めて、酪農とい
う農業がしっかりと次の世代に向かって歩いてい
くことができるということなんです。そのために
は、どうやって人材を確保するかなんです。
浜中町農協は、いろいろなことをやってきまし
た。その中で、いかに人を育てるかということを
やってきました。それが就農者研修牧場なんで
す。これがようやく地域の中で、標茶にTACSと
いうものができて動き出しました。さらに言え
ば、ようやくホクレンも陸別の農協と一緒になっ
て、いわゆる農業生産法人の教育をつかさどるも

のを立ち上げようというような話ができてきたわ
けです。いろいろな意味で、人がいなければどう
にもならないです。これは全ての産業に共通する
ことです。何も酪農だけに限ったことではない。
そうだとすると、いかに酪農の人材、しかも優秀
な人材を確保するかという問題です。
そのために必要なことは、やっぱり経営者教育
なんです。大学では、農業の知識は教えますけれ
ども、農業経営の知恵は教えません。ですから、
大学を出ただけで、農業経営者、酪農経営者には
なれないというのが私の持論であります。ですか
ら、経営者になるためには、しっかりと実学を学
ばなければならないのです。百姓なのです。百態
を学ばなければならない。しかも、それは日々変
化する気象、あるいは牛の体調、あるいは今日与
える餌も変わるんですよ。その変わることをきち
んと見定めた上で、どういうやり方をしていく
か、どういう作業を今日はするのかということを
考えて行かなくてはならない。それが経営者なん
です。それを最終的には、先ほど三宅さんからお
話がありましたように、しっかりとマネジメント
する能力を持たない農業経営者は、いずれリタイ
アしていくということになるわけです。
実は、これから団塊の世代が急速に現場を離脱
していきます。恐ろしいくらい離脱していきます
よ。皆さんの職場でも同じではないでしょうか。
団塊の世代が定年を迎えます。今は定年延長をす
るような仕組みができておりますけれども、酪農
界も70歳まではできますよ。でも、70歳を超えた
ら厳しいです。現実問題として言えば。朝晩の搾

乳という作業をしなければならないです。さらに
農作業があります。TMRセンターを使って餌を
配送してもらったら自分で餌をつくる必要はない
のかもしれませんけれども、その餌をちゃんと自
分の牛に合った、牛群にあったメニューにきちん
としながら与えていくということをやらなければ
ならないのです。そうすると、そういう能力を
持った酪農経営者でなかったら、牛乳生産どころ
ではないですよ。
そして、これからますます要求されることは、
いい牛乳でなければ売れない時代に入ります。特
に、ＴＰＰがこれからはいろいろな形でいろいろ
な影響を与えてきます。そのときに問題になりま
すことは、日本の生乳は世界一のものだと自信を
持って、胸を張って言えるような生乳生産をして
いかなければいけない時代に入っていくわけで
す。そのためには、きちんとした優秀な人材を酪
農家として育てる、確保する、そういうことが大
事になってくるわけです。そのために、私ども
は、ここにありますとおり、平成3年に就農者研
修牧場というものを設立しました。そうして、
今、私どもの農協は生産農家183戸です。そのう
ちの2割が新規就農なんです。全国から集まって
います。全国から人材が来ています。今、うちは
37戸が新規就農で入って仕事をしている、という
ことになります。
そういう意味で言うと、人材を確保するという
こと、しかも、人材を確保するためには、今足り
ないから、よし、明日どうにかしようとしたって
絶対に間に合わないです。少なくとも3年、5年と
いう時間をかけなければ人材は育ちません。その
ためには、3年を見越して、5年を見越して、育て
がいのある人材を確保するということをしていか
なければならないのです。これからは法人に就職
される、就農される若い方々も増えてくるかと思
います。しかし、その方々もやっぱり優秀でなけ
ればならないのですよ。ある意味では、社長の命

を受けて、しっかりと現場を仕切ることのできる
人材でなければならない。これは畑の作業でもそ
うです。あるいは、牛を飼うということ、搾乳を
するということ、今、搾乳はロボットが代替する
ようになりましたから、そこのところは少し別な
観点で見ていかなければなりません。しかし、ロ
ボットだから任せればいいというものでもないの
です。現実問題として、ロボットを使いこなさな
ければならないです。うちの牛群を見て、ロボッ
トをどういうふうにセットするかということを
やっていかなければ、ロボットを入れてロボット
に任せたらそれでオーケーではないです。ロボッ
トをちゃんと使いこなせるだけの能力、あるい
は、それをコントロールする外部からの力をしっ
かりとマネジメントできる能力を持った生産者で
なければならないというのが私の思いでありま
す。
そんな時代に、農水省は、今年、畜産クラス
ター制度を取り上げてつくりました。あんなばか
ばかしいことは、私は即刻やめろと言ったので
す。今年の3月につくった農業の3本の矢の柱は何
だと思いますか。人、牛、餌です。一番最初に人
を持ってきているのです。そして、今、牛の頭数
は激減しているのです。
今年の統計情報事務所の数字では、日本の乳牛
は137万1,000頭ですよ。私が今から7年前に165万
頭になったときに、今、乳牛確保の手を打たな
かったら、いずれ150万頭を切るよ、いや、140万
頭を切るかもしれないと、私はある酪農雑誌で提
言したのですが、みんなから笑われました。石橋
さん、そんなことにはならないという話でした。
しかし、現実はどうですか。昨年は140万頭を切
り139万5,000頭ですからね。今年は、さらに2万
4,000頭減って、137万1,000頭です。まだまだ減り
ます。下手をすると、140万頭どころか、130万頭
を切るかもしれません。それは、農水省は見越し
ましたね。どういうふうにあらわしたか。ＴＰＰ

で7万トンの生乳換算を入れますよということ
は、農水省は、酪農振興政策はもう向こうにやっ
てしまったということです。もう日本の生産量は
伸びないのだから、この7万トンを入れますよと
いうことを言ったのです。
その原因をつくったのはホクレンなのです。ホ
クレンは、バターが足りないと言われて、テーブ
ルバターがないからと消費者からいろいろなこと
を言われたのです。それなのに、何でバターをつ
くる原料乳を工場に出さなかったのですか。北海
道の加工原料乳の価格と本州に持っていった飲用
乳価格、それと我々酪農家の手取り額はあまり変
わりません。何の意味もないですよ。だったら本
州に送るものをちょっと減らせばいいだけではな
いですか。それで本州の消費者が、いや北海道の
ものが欲しいと言ったら、では、あと15円上げろ
という話をすればいいのです。そういう戦術、戦
略がホクレンにないのです。そして、唯々諾々と
国に7万トンを差し出してしまった。どうするん
ですかね。
農水省がつくった畜産クラスターは浜中がモデ
ルです。私どもは何をやってきたかというと、人
を育てるということで、研修牧場をつくりまし
た。そして、牛を確保するためにどうしたかとい
うと、育成牧場をずっとやってきました。一番最
初にやったのです。実は、育成牧場というのは、
ほかのところはみんな町村がやっています。公共
育成牧場というものです。浜中町ではやりません
でしたから、農協がやりました。ヘルパーからい
ろいろなことをアウトソーシングして、コントラ
クターもやっています。そして、酪農技術セン
ターで牛乳をきちんと管理もする、研修牧場もや
る、これは全部農協がやっています。そして、そ
れぞれ行政の皆さんがそれをしっかりとサポート
してくれているのです。
我々が研修牧場をつくるときに、誰も補助金を
出しませんでした。道庁ですら、農協がそんなこ

とをやるものではない、北海道には農業高校だっ
て農業系の大学だってこんなにいっぱいある、こ
んなに農業者が育っていると言われたのです。私
は、道庁の担当者に言ったのです。では、卒業生
ですぐ酪農をやれるという人がいたらいつでも連
れてきてください、すぐに就農させてあげます。
いまだに誰も連れてきてくれません。中央会も同
じです。中央会は、農協がそんなことをやったら
将来のお荷物になるからやめろという話をしまし
た。お荷物どころではないですよ。今、人を育て
なければいけないと言っている時代に、そういう
ことを見越すことのできないこの先見性のなさと
いうのは、農協改革で中央会を潰せと言われても
しょうがない。
少なくとも農協という組織は、5年先を見越し
ながら今何をするかをやっていくという、そうい
うものなのです。ですから、私どものところは、
毎年、5年先をシミュレーションします。5年先を
シミュレーションすると、農家の年齢と家族構成
が全部わかっていますから、それで見ていくと、
2年後には、あの人はやっぱりやめざるを得な
い、3年後はこの人、5年後はこうだと。では、来
年はどうなるか、再来年どうかと数えていくと、
20戸くらいはやめざるを得ない人が見えてくるわ
けです。そうすると、その跡地をどうするかと考
えたら、もう新規就農で入れるしかないな、と
なってしまうわけです。それで新規就農でも足り
ないときはどうするのかとなったら、法人参入も
これからは検討しなければならない時代に入ると
いうことです。そういうことで、実はこの、農業
生産法人酪農王国というものを、農協と地域のい
ろいろな産業の人たちに出資をしていただいて、
つくりました。これは何のためにつくったかとい
うと、法人の研修牧場です。これからは法人の研
修牧場も必要だと考えました。酪農というのは、
牛肉をやっていた皆さんが酪農に参入してくる
ケースが最近は増えてきています。これは、牛を

見る目を持っているからです。牛を見る目を持っ
ているからできるのです。ところが、ずぶの素人
が、俺は明日から酪農をやると言ってぽんと入っ
てきてやれるはずがないです。私は絶対にできな
いと思っています。そういう点からすると、法人
に入ってもらうためには、法人の社長ではなくて
もいいです、マネジャーをきちんと育てて、牧場
管理ができる者を育てていかなければならない。
そして、親会社に金を出してもらって、農業生産
法人をつくって、地域の生産基盤を守っていくと
いうことをやっていかなければならない、そうい
う時代に入ったと思っております。
先ほど荒木先生もおっしゃられましたが、今、
地方の人口がどんどん減っていくときに何をする
か、私は、農業が地域の核になって、農協がその
地域づくりのコーディネーターの役割を果たす時
代に入ったと思っているのです。今、酪農地帯の
農協は、金の使い道がなくて金が余っているので
す。どうしてかというと、生産手段は全部酪農家
が持っているからです。農協は、生産手段のため
の投資は何もしないで済むのです。うちは、全部
をアウトソーシングしてしまうので、トラックが
一台もありませんからね。そうすると、金の使い
道に困るのです。だったら、人を育てることにど
んどん金を使えばいいではないですか。
やはり、地域の酪農村の農協と自治体は、地域
の組合と協力して、人を育ててやっていくという
ことです。個人でだめだったら法人だっていいで
はないかということです。農協はブロックをして
クローズドシップでやる時代ではないです。オー
プンシップで、地域の農業をどうするか、地域コ
ミュニティーをどうやってつくっていくかという
ことを考えなければいけない、そういう時代に
入ったのです。私はそのように思っています。
そういう意味では、多様な経営体をいっぱいつ
くっていかなければならないのです。ロボット経
営もあれば、法人経営もあれば、放牧酪農をやる

者もいれば、いやいや、俺はフリーストールでや
ると、いろいろな経営体があって地域のコミュニ
ティーがしっかりと確保されるということです。
そして、何よりも大事なことは、どんなグローバ
ルな大波が来てもきちんと生き残っていくために
何が必要かといったら、日本の消費者に選ばれる
牛乳をつくっていくということです。安全でおい
しい牛乳をつくっていくということです。それが
日本の酪農家の最大の問題点ではないですか。も
う牛乳が足りない時代に入ってしまったのです。
日本の消費者に選ばれる牛乳をつくることを我々
酪農家は一番に心がけてやっていく時代に入った
ということです。
それは、言ってみれば、地域再生の課題でもあ
るのです。今、日本の田舎の人口が減っていま
す。その中でも顕著に減っていくのは漁村なので
す。そうすると、北海道の地方の町村は何で地域
を守るかといったら、農業で守るしかないので
す。ましてや、酪農しかできない私どものような
ところは酪農をしっかり守る。そのためにやれる
ことは何でもやる。農協にタブーはないです。そ
ういう時代に入ったと私は思っています。
さて、一元集荷体制の課題でありますけれど
も、先ほど来、先生方皆さんがおっしゃられまし
たので、改めて私から申し上げることはありませ
んけれども、やはり無条件委託の是非ですね。本
当に無条件委託でいいのか。無条件委託というこ
との裏返しの問題は、委託された牛乳は指定生産
者団体は絶対に拒否してはならないということな
のです。ところが、平成18年にやりました。そし
て今の乳牛の減少の一番の原因をつくったので
す。ホクレンは、あの時北海道の、平成18年3月
の1カ月で1万1,000頭の経産牛淘汰をやったんで
す。それ以来、北海道の酪農は、がたがたがたと
下がりました。乳牛とはそういうものなのです。
これは我々生産者からしたら、とんでもないこと
をやったと思います。ただ、あの時、うちの農協

は一頭も淘汰しませんでした。計画生産はやろう
と思えばやれたのです。それは、計画生産の個別
割り当てではないです。183戸の酪農家がいた
ら、その年の牛乳が伸びる人もいれば、下がる人
もいるのです。特に、放牧酪農をやったら、必ず
そういうことになる。それを農協として全体を管
理すればいいのです。プラスマイナスをどう調整
するかによって、浜中農協に割り当てられた乳量
を9万1,000トンなら9万1,000トンの枠に入ってい
ればいいだけの話です。農協というのはそれがで
きるのです。そういうことをやらなかった農協が
黙ってホクレンの言うとおり、経産牛を淘汰して
しまっておかしなことになった。ですから、ホク
レンの言うことを聞いたら、ろくなことがないと
いうのは、あの時にみんながわかったんじゃない
ですか。
あと、多元販売も現在のシステムがいいのかど
うかということもあります。一番いいのは、産地
表示をすることです。茂木社長は北海道と名がつ
けば売れるとおっしゃられましたけれども、私
は、もう一歩進めて、その地域のテロワールを表
示できるような牛乳生産、地域の表示で売れる時
代に入ったのです。米では確実にその時代に入っ
ています。銘柄と産地です。いずれ牛乳もそうな
ります。そういうことを考えてしっかりやってい
く、それを一元集荷の中でどう生かせるかどうか
がこれからの課題だというふうに思います。それ
は、乳業メーカーとのコラボです。うちはこうい
う牛乳をつくるから、この牛乳でこういう乳製品
をつくってほしい、あるいは、こういう飲用牛乳
をつくってほしい。それを日本全国で消費者とき
ちんと向き合って商売する、そういうことをしな
ければならない時代に入ったと私は思っていま
す。
産地表示という地域アピール問題は、地域の皆
さんが頑張っていいものをつくったのだったら、
その産地表示でちゃんと売れるようにしていこう
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ではないか。それが今の一元集荷、多元販売の中
でもできるはずです。それができないのだった
ら、こんなものはぶち壊したほうがいいと私は思
います。
最後になりますが、消費者の評価を価格に反映
できるような価格のとり方、つくり方ですね。こ
れは、我々生産者団体も生産者も含め、メーカー
も含めてやっていかなければならない課題だろう
と思います。今、いろいろな意味で一元集荷、多
元販売が曲がり角にあるのは事実です。茂木社長
のような方が現れて、言ってみれば、フリーに商
売ができるような仕掛けができてきた。そうだと
したら、そういう方向性もあるのではないかと
思っております。
以上でございます。どうもありがとうございま
した。

（2016年4月21日受理）



ご紹介いただきました石橋でございます。
お手元のレジュメにありますように、私は、資
料は何もありません。こういうことでお話をする
ということで出しております。皆さんのご報告を
お聞きして、そうか、経済学会というのは、こう
いうきちんとしたデータを持たないとだめなのか
ということがわかったのですが、それはそれとし
て、地域酪農が発展をするにはどうしたらいいか
ということです。一番最初にありますとおり、ま
ず酪農家の人材を確保するということです。人の
再生産が最大の課題です。これは、浜中のみでは
なく、釧路、根室という地域、あるいは北海道と
いう地域、あるいは、全国の酪農生産課題を見て
いたら、人をどうやってつくるかが最大の課題な
んですね。それをどういうふうにしていくかとい
う。その人材を確保するというと、言葉は悪いの
ですが、誰でもいいわけではないのです。先ほど
来、茂木社長からもお話がありましたとおり、優
秀な酪農家、いわゆる経営者を育てなければなら
ないのです。経営者を確保して初めて、酪農とい
う農業がしっかりと次の世代に向かって歩いてい
くことができるということなんです。そのために
は、どうやって人材を確保するかなんです。
浜中町農協は、いろいろなことをやってきまし
た。その中で、いかに人を育てるかということを
やってきました。それが就農者研修牧場なんで
す。これがようやく地域の中で、標茶にTACSと
いうものができて動き出しました。さらに言え
ば、ようやくホクレンも陸別の農協と一緒になっ
て、いわゆる農業生産法人の教育をつかさどるも

のを立ち上げようというような話ができてきたわ
けです。いろいろな意味で、人がいなければどう
にもならないです。これは全ての産業に共通する
ことです。何も酪農だけに限ったことではない。
そうだとすると、いかに酪農の人材、しかも優秀
な人材を確保するかという問題です。
そのために必要なことは、やっぱり経営者教育
なんです。大学では、農業の知識は教えますけれ
ども、農業経営の知恵は教えません。ですから、
大学を出ただけで、農業経営者、酪農経営者には
なれないというのが私の持論であります。ですか
ら、経営者になるためには、しっかりと実学を学
ばなければならないのです。百姓なのです。百態
を学ばなければならない。しかも、それは日々変
化する気象、あるいは牛の体調、あるいは今日与
える餌も変わるんですよ。その変わることをきち
んと見定めた上で、どういうやり方をしていく
か、どういう作業を今日はするのかということを
考えて行かなくてはならない。それが経営者なん
です。それを最終的には、先ほど三宅さんからお
話がありましたように、しっかりとマネジメント
する能力を持たない農業経営者は、いずれリタイ
アしていくということになるわけです。
実は、これから団塊の世代が急速に現場を離脱
していきます。恐ろしいくらい離脱していきます
よ。皆さんの職場でも同じではないでしょうか。
団塊の世代が定年を迎えます。今は定年延長をす
るような仕組みができておりますけれども、酪農
界も70歳まではできますよ。でも、70歳を超えた
ら厳しいです。現実問題として言えば。朝晩の搾

乳という作業をしなければならないです。さらに
農作業があります。TMRセンターを使って餌を
配送してもらったら自分で餌をつくる必要はない
のかもしれませんけれども、その餌をちゃんと自
分の牛に合った、牛群にあったメニューにきちん
としながら与えていくということをやらなければ
ならないのです。そうすると、そういう能力を
持った酪農経営者でなかったら、牛乳生産どころ
ではないですよ。
そして、これからますます要求されることは、
いい牛乳でなければ売れない時代に入ります。特
に、ＴＰＰがこれからはいろいろな形でいろいろ
な影響を与えてきます。そのときに問題になりま
すことは、日本の生乳は世界一のものだと自信を
持って、胸を張って言えるような生乳生産をして
いかなければいけない時代に入っていくわけで
す。そのためには、きちんとした優秀な人材を酪
農家として育てる、確保する、そういうことが大
事になってくるわけです。そのために、私ども
は、ここにありますとおり、平成3年に就農者研
修牧場というものを設立しました。そうして、
今、私どもの農協は生産農家183戸です。そのう
ちの2割が新規就農なんです。全国から集まって
います。全国から人材が来ています。今、うちは
37戸が新規就農で入って仕事をしている、という
ことになります。
そういう意味で言うと、人材を確保するという
こと、しかも、人材を確保するためには、今足り
ないから、よし、明日どうにかしようとしたって
絶対に間に合わないです。少なくとも3年、5年と
いう時間をかけなければ人材は育ちません。その
ためには、3年を見越して、5年を見越して、育て
がいのある人材を確保するということをしていか
なければならないのです。これからは法人に就職
される、就農される若い方々も増えてくるかと思
います。しかし、その方々もやっぱり優秀でなけ
ればならないのですよ。ある意味では、社長の命

を受けて、しっかりと現場を仕切ることのできる
人材でなければならない。これは畑の作業でもそ
うです。あるいは、牛を飼うということ、搾乳を
するということ、今、搾乳はロボットが代替する
ようになりましたから、そこのところは少し別な
観点で見ていかなければなりません。しかし、ロ
ボットだから任せればいいというものでもないの
です。現実問題として、ロボットを使いこなさな
ければならないです。うちの牛群を見て、ロボッ
トをどういうふうにセットするかということを
やっていかなければ、ロボットを入れてロボット
に任せたらそれでオーケーではないです。ロボッ
トをちゃんと使いこなせるだけの能力、あるい
は、それをコントロールする外部からの力をしっ
かりとマネジメントできる能力を持った生産者で
なければならないというのが私の思いでありま
す。
そんな時代に、農水省は、今年、畜産クラス
ター制度を取り上げてつくりました。あんなばか
ばかしいことは、私は即刻やめろと言ったので
す。今年の3月につくった農業の3本の矢の柱は何
だと思いますか。人、牛、餌です。一番最初に人
を持ってきているのです。そして、今、牛の頭数
は激減しているのです。
今年の統計情報事務所の数字では、日本の乳牛
は137万1,000頭ですよ。私が今から7年前に165万
頭になったときに、今、乳牛確保の手を打たな
かったら、いずれ150万頭を切るよ、いや、140万
頭を切るかもしれないと、私はある酪農雑誌で提
言したのですが、みんなから笑われました。石橋
さん、そんなことにはならないという話でした。
しかし、現実はどうですか。昨年は140万頭を切
り139万5,000頭ですからね。今年は、さらに2万
4,000頭減って、137万1,000頭です。まだまだ減り
ます。下手をすると、140万頭どころか、130万頭
を切るかもしれません。それは、農水省は見越し
ましたね。どういうふうにあらわしたか。ＴＰＰ

で7万トンの生乳換算を入れますよということ
は、農水省は、酪農振興政策はもう向こうにやっ
てしまったということです。もう日本の生産量は
伸びないのだから、この7万トンを入れますよと
いうことを言ったのです。
その原因をつくったのはホクレンなのです。ホ
クレンは、バターが足りないと言われて、テーブ
ルバターがないからと消費者からいろいろなこと
を言われたのです。それなのに、何でバターをつ
くる原料乳を工場に出さなかったのですか。北海
道の加工原料乳の価格と本州に持っていった飲用
乳価格、それと我々酪農家の手取り額はあまり変
わりません。何の意味もないですよ。だったら本
州に送るものをちょっと減らせばいいだけではな
いですか。それで本州の消費者が、いや北海道の
ものが欲しいと言ったら、では、あと15円上げろ
という話をすればいいのです。そういう戦術、戦
略がホクレンにないのです。そして、唯々諾々と
国に7万トンを差し出してしまった。どうするん
ですかね。
農水省がつくった畜産クラスターは浜中がモデ
ルです。私どもは何をやってきたかというと、人
を育てるということで、研修牧場をつくりまし
た。そして、牛を確保するためにどうしたかとい
うと、育成牧場をずっとやってきました。一番最
初にやったのです。実は、育成牧場というのは、
ほかのところはみんな町村がやっています。公共
育成牧場というものです。浜中町ではやりません
でしたから、農協がやりました。ヘルパーからい
ろいろなことをアウトソーシングして、コントラ
クターもやっています。そして、酪農技術セン
ターで牛乳をきちんと管理もする、研修牧場もや
る、これは全部農協がやっています。そして、そ
れぞれ行政の皆さんがそれをしっかりとサポート
してくれているのです。
我々が研修牧場をつくるときに、誰も補助金を
出しませんでした。道庁ですら、農協がそんなこ

とをやるものではない、北海道には農業高校だっ
て農業系の大学だってこんなにいっぱいある、こ
んなに農業者が育っていると言われたのです。私
は、道庁の担当者に言ったのです。では、卒業生
ですぐ酪農をやれるという人がいたらいつでも連
れてきてください、すぐに就農させてあげます。
いまだに誰も連れてきてくれません。中央会も同
じです。中央会は、農協がそんなことをやったら
将来のお荷物になるからやめろという話をしまし
た。お荷物どころではないですよ。今、人を育て
なければいけないと言っている時代に、そういう
ことを見越すことのできないこの先見性のなさと
いうのは、農協改革で中央会を潰せと言われても
しょうがない。
少なくとも農協という組織は、5年先を見越し
ながら今何をするかをやっていくという、そうい
うものなのです。ですから、私どものところは、
毎年、5年先をシミュレーションします。5年先を
シミュレーションすると、農家の年齢と家族構成
が全部わかっていますから、それで見ていくと、
2年後には、あの人はやっぱりやめざるを得な
い、3年後はこの人、5年後はこうだと。では、来
年はどうなるか、再来年どうかと数えていくと、
20戸くらいはやめざるを得ない人が見えてくるわ
けです。そうすると、その跡地をどうするかと考
えたら、もう新規就農で入れるしかないな、と
なってしまうわけです。それで新規就農でも足り
ないときはどうするのかとなったら、法人参入も
これからは検討しなければならない時代に入ると
いうことです。そういうことで、実はこの、農業
生産法人酪農王国というものを、農協と地域のい
ろいろな産業の人たちに出資をしていただいて、
つくりました。これは何のためにつくったかとい
うと、法人の研修牧場です。これからは法人の研
修牧場も必要だと考えました。酪農というのは、
牛肉をやっていた皆さんが酪農に参入してくる
ケースが最近は増えてきています。これは、牛を

見る目を持っているからです。牛を見る目を持っ
ているからできるのです。ところが、ずぶの素人
が、俺は明日から酪農をやると言ってぽんと入っ
てきてやれるはずがないです。私は絶対にできな
いと思っています。そういう点からすると、法人
に入ってもらうためには、法人の社長ではなくて
もいいです、マネジャーをきちんと育てて、牧場
管理ができる者を育てていかなければならない。
そして、親会社に金を出してもらって、農業生産
法人をつくって、地域の生産基盤を守っていくと
いうことをやっていかなければならない、そうい
う時代に入ったと思っております。
先ほど荒木先生もおっしゃられましたが、今、
地方の人口がどんどん減っていくときに何をする
か、私は、農業が地域の核になって、農協がその
地域づくりのコーディネーターの役割を果たす時
代に入ったと思っているのです。今、酪農地帯の
農協は、金の使い道がなくて金が余っているので
す。どうしてかというと、生産手段は全部酪農家
が持っているからです。農協は、生産手段のため
の投資は何もしないで済むのです。うちは、全部
をアウトソーシングしてしまうので、トラックが
一台もありませんからね。そうすると、金の使い
道に困るのです。だったら、人を育てることにど
んどん金を使えばいいではないですか。
やはり、地域の酪農村の農協と自治体は、地域
の組合と協力して、人を育ててやっていくという
ことです。個人でだめだったら法人だっていいで
はないかということです。農協はブロックをして
クローズドシップでやる時代ではないです。オー
プンシップで、地域の農業をどうするか、地域コ
ミュニティーをどうやってつくっていくかという
ことを考えなければいけない、そういう時代に
入ったのです。私はそのように思っています。
そういう意味では、多様な経営体をいっぱいつ
くっていかなければならないのです。ロボット経
営もあれば、法人経営もあれば、放牧酪農をやる

者もいれば、いやいや、俺はフリーストールでや
ると、いろいろな経営体があって地域のコミュニ
ティーがしっかりと確保されるということです。
そして、何よりも大事なことは、どんなグローバ
ルな大波が来てもきちんと生き残っていくために
何が必要かといったら、日本の消費者に選ばれる
牛乳をつくっていくということです。安全でおい
しい牛乳をつくっていくということです。それが
日本の酪農家の最大の問題点ではないですか。も
う牛乳が足りない時代に入ってしまったのです。
日本の消費者に選ばれる牛乳をつくることを我々
酪農家は一番に心がけてやっていく時代に入った
ということです。
それは、言ってみれば、地域再生の課題でもあ
るのです。今、日本の田舎の人口が減っていま
す。その中でも顕著に減っていくのは漁村なので
す。そうすると、北海道の地方の町村は何で地域
を守るかといったら、農業で守るしかないので
す。ましてや、酪農しかできない私どものような
ところは酪農をしっかり守る。そのためにやれる
ことは何でもやる。農協にタブーはないです。そ
ういう時代に入ったと私は思っています。
さて、一元集荷体制の課題でありますけれど
も、先ほど来、先生方皆さんがおっしゃられまし
たので、改めて私から申し上げることはありませ
んけれども、やはり無条件委託の是非ですね。本
当に無条件委託でいいのか。無条件委託というこ
との裏返しの問題は、委託された牛乳は指定生産
者団体は絶対に拒否してはならないということな
のです。ところが、平成18年にやりました。そし
て今の乳牛の減少の一番の原因をつくったので
す。ホクレンは、あの時北海道の、平成18年3月
の1カ月で1万1,000頭の経産牛淘汰をやったんで
す。それ以来、北海道の酪農は、がたがたがたと
下がりました。乳牛とはそういうものなのです。
これは我々生産者からしたら、とんでもないこと
をやったと思います。ただ、あの時、うちの農協

は一頭も淘汰しませんでした。計画生産はやろう
と思えばやれたのです。それは、計画生産の個別
割り当てではないです。183戸の酪農家がいた
ら、その年の牛乳が伸びる人もいれば、下がる人
もいるのです。特に、放牧酪農をやったら、必ず
そういうことになる。それを農協として全体を管
理すればいいのです。プラスマイナスをどう調整
するかによって、浜中農協に割り当てられた乳量
を9万1,000トンなら9万1,000トンの枠に入ってい
ればいいだけの話です。農協というのはそれがで
きるのです。そういうことをやらなかった農協が
黙ってホクレンの言うとおり、経産牛を淘汰して
しまっておかしなことになった。ですから、ホク
レンの言うことを聞いたら、ろくなことがないと
いうのは、あの時にみんながわかったんじゃない
ですか。
あと、多元販売も現在のシステムがいいのかど
うかということもあります。一番いいのは、産地
表示をすることです。茂木社長は北海道と名がつ
けば売れるとおっしゃられましたけれども、私
は、もう一歩進めて、その地域のテロワールを表
示できるような牛乳生産、地域の表示で売れる時
代に入ったのです。米では確実にその時代に入っ
ています。銘柄と産地です。いずれ牛乳もそうな
ります。そういうことを考えてしっかりやってい
く、それを一元集荷の中でどう生かせるかどうか
がこれからの課題だというふうに思います。それ
は、乳業メーカーとのコラボです。うちはこうい
う牛乳をつくるから、この牛乳でこういう乳製品
をつくってほしい、あるいは、こういう飲用牛乳
をつくってほしい。それを日本全国で消費者とき
ちんと向き合って商売する、そういうことをしな
ければならない時代に入ったと私は思っていま
す。
産地表示という地域アピール問題は、地域の皆
さんが頑張っていいものをつくったのだったら、
その産地表示でちゃんと売れるようにしていこう
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ではないか。それが今の一元集荷、多元販売の中
でもできるはずです。それができないのだった
ら、こんなものはぶち壊したほうがいいと私は思
います。
最後になりますが、消費者の評価を価格に反映
できるような価格のとり方、つくり方ですね。こ
れは、我々生産者団体も生産者も含め、メーカー
も含めてやっていかなければならない課題だろう
と思います。今、いろいろな意味で一元集荷、多
元販売が曲がり角にあるのは事実です。茂木社長
のような方が現れて、言ってみれば、フリーに商
売ができるような仕掛けができてきた。そうだと
したら、そういう方向性もあるのではないかと
思っております。
以上でございます。どうもありがとうございま
した。

（2016年4月21日受理）



ご紹介いただきました石橋でございます。
お手元のレジュメにありますように、私は、資
料は何もありません。こういうことでお話をする
ということで出しております。皆さんのご報告を
お聞きして、そうか、経済学会というのは、こう
いうきちんとしたデータを持たないとだめなのか
ということがわかったのですが、それはそれとし
て、地域酪農が発展をするにはどうしたらいいか
ということです。一番最初にありますとおり、ま
ず酪農家の人材を確保するということです。人の
再生産が最大の課題です。これは、浜中のみでは
なく、釧路、根室という地域、あるいは北海道と
いう地域、あるいは、全国の酪農生産課題を見て
いたら、人をどうやってつくるかが最大の課題な
んですね。それをどういうふうにしていくかとい
う。その人材を確保するというと、言葉は悪いの
ですが、誰でもいいわけではないのです。先ほど
来、茂木社長からもお話がありましたとおり、優
秀な酪農家、いわゆる経営者を育てなければなら
ないのです。経営者を確保して初めて、酪農とい
う農業がしっかりと次の世代に向かって歩いてい
くことができるということなんです。そのために
は、どうやって人材を確保するかなんです。
浜中町農協は、いろいろなことをやってきまし
た。その中で、いかに人を育てるかということを
やってきました。それが就農者研修牧場なんで
す。これがようやく地域の中で、標茶にTACSと
いうものができて動き出しました。さらに言え
ば、ようやくホクレンも陸別の農協と一緒になっ
て、いわゆる農業生産法人の教育をつかさどるも

のを立ち上げようというような話ができてきたわ
けです。いろいろな意味で、人がいなければどう
にもならないです。これは全ての産業に共通する
ことです。何も酪農だけに限ったことではない。
そうだとすると、いかに酪農の人材、しかも優秀
な人材を確保するかという問題です。
そのために必要なことは、やっぱり経営者教育
なんです。大学では、農業の知識は教えますけれ
ども、農業経営の知恵は教えません。ですから、
大学を出ただけで、農業経営者、酪農経営者には
なれないというのが私の持論であります。ですか
ら、経営者になるためには、しっかりと実学を学
ばなければならないのです。百姓なのです。百態
を学ばなければならない。しかも、それは日々変
化する気象、あるいは牛の体調、あるいは今日与
える餌も変わるんですよ。その変わることをきち
んと見定めた上で、どういうやり方をしていく
か、どういう作業を今日はするのかということを
考えて行かなくてはならない。それが経営者なん
です。それを最終的には、先ほど三宅さんからお
話がありましたように、しっかりとマネジメント
する能力を持たない農業経営者は、いずれリタイ
アしていくということになるわけです。
実は、これから団塊の世代が急速に現場を離脱
していきます。恐ろしいくらい離脱していきます
よ。皆さんの職場でも同じではないでしょうか。
団塊の世代が定年を迎えます。今は定年延長をす
るような仕組みができておりますけれども、酪農
界も70歳まではできますよ。でも、70歳を超えた
ら厳しいです。現実問題として言えば。朝晩の搾

乳という作業をしなければならないです。さらに
農作業があります。TMRセンターを使って餌を
配送してもらったら自分で餌をつくる必要はない
のかもしれませんけれども、その餌をちゃんと自
分の牛に合った、牛群にあったメニューにきちん
としながら与えていくということをやらなければ
ならないのです。そうすると、そういう能力を
持った酪農経営者でなかったら、牛乳生産どころ
ではないですよ。
そして、これからますます要求されることは、
いい牛乳でなければ売れない時代に入ります。特
に、ＴＰＰがこれからはいろいろな形でいろいろ
な影響を与えてきます。そのときに問題になりま
すことは、日本の生乳は世界一のものだと自信を
持って、胸を張って言えるような生乳生産をして
いかなければいけない時代に入っていくわけで
す。そのためには、きちんとした優秀な人材を酪
農家として育てる、確保する、そういうことが大
事になってくるわけです。そのために、私ども
は、ここにありますとおり、平成3年に就農者研
修牧場というものを設立しました。そうして、
今、私どもの農協は生産農家183戸です。そのう
ちの2割が新規就農なんです。全国から集まって
います。全国から人材が来ています。今、うちは
37戸が新規就農で入って仕事をしている、という
ことになります。
そういう意味で言うと、人材を確保するという
こと、しかも、人材を確保するためには、今足り
ないから、よし、明日どうにかしようとしたって
絶対に間に合わないです。少なくとも3年、5年と
いう時間をかけなければ人材は育ちません。その
ためには、3年を見越して、5年を見越して、育て
がいのある人材を確保するということをしていか
なければならないのです。これからは法人に就職
される、就農される若い方々も増えてくるかと思
います。しかし、その方々もやっぱり優秀でなけ
ればならないのですよ。ある意味では、社長の命

を受けて、しっかりと現場を仕切ることのできる
人材でなければならない。これは畑の作業でもそ
うです。あるいは、牛を飼うということ、搾乳を
するということ、今、搾乳はロボットが代替する
ようになりましたから、そこのところは少し別な
観点で見ていかなければなりません。しかし、ロ
ボットだから任せればいいというものでもないの
です。現実問題として、ロボットを使いこなさな
ければならないです。うちの牛群を見て、ロボッ
トをどういうふうにセットするかということを
やっていかなければ、ロボットを入れてロボット
に任せたらそれでオーケーではないです。ロボッ
トをちゃんと使いこなせるだけの能力、あるい
は、それをコントロールする外部からの力をしっ
かりとマネジメントできる能力を持った生産者で
なければならないというのが私の思いでありま
す。
そんな時代に、農水省は、今年、畜産クラス
ター制度を取り上げてつくりました。あんなばか
ばかしいことは、私は即刻やめろと言ったので
す。今年の3月につくった農業の3本の矢の柱は何
だと思いますか。人、牛、餌です。一番最初に人
を持ってきているのです。そして、今、牛の頭数
は激減しているのです。
今年の統計情報事務所の数字では、日本の乳牛
は137万1,000頭ですよ。私が今から7年前に165万
頭になったときに、今、乳牛確保の手を打たな
かったら、いずれ150万頭を切るよ、いや、140万
頭を切るかもしれないと、私はある酪農雑誌で提
言したのですが、みんなから笑われました。石橋
さん、そんなことにはならないという話でした。
しかし、現実はどうですか。昨年は140万頭を切
り139万5,000頭ですからね。今年は、さらに2万
4,000頭減って、137万1,000頭です。まだまだ減り
ます。下手をすると、140万頭どころか、130万頭
を切るかもしれません。それは、農水省は見越し
ましたね。どういうふうにあらわしたか。ＴＰＰ

で7万トンの生乳換算を入れますよということ
は、農水省は、酪農振興政策はもう向こうにやっ
てしまったということです。もう日本の生産量は
伸びないのだから、この7万トンを入れますよと
いうことを言ったのです。
その原因をつくったのはホクレンなのです。ホ
クレンは、バターが足りないと言われて、テーブ
ルバターがないからと消費者からいろいろなこと
を言われたのです。それなのに、何でバターをつ
くる原料乳を工場に出さなかったのですか。北海
道の加工原料乳の価格と本州に持っていった飲用
乳価格、それと我々酪農家の手取り額はあまり変
わりません。何の意味もないですよ。だったら本
州に送るものをちょっと減らせばいいだけではな
いですか。それで本州の消費者が、いや北海道の
ものが欲しいと言ったら、では、あと15円上げろ
という話をすればいいのです。そういう戦術、戦
略がホクレンにないのです。そして、唯々諾々と
国に7万トンを差し出してしまった。どうするん
ですかね。
農水省がつくった畜産クラスターは浜中がモデ
ルです。私どもは何をやってきたかというと、人
を育てるということで、研修牧場をつくりまし
た。そして、牛を確保するためにどうしたかとい
うと、育成牧場をずっとやってきました。一番最
初にやったのです。実は、育成牧場というのは、
ほかのところはみんな町村がやっています。公共
育成牧場というものです。浜中町ではやりません
でしたから、農協がやりました。ヘルパーからい
ろいろなことをアウトソーシングして、コントラ
クターもやっています。そして、酪農技術セン
ターで牛乳をきちんと管理もする、研修牧場もや
る、これは全部農協がやっています。そして、そ
れぞれ行政の皆さんがそれをしっかりとサポート
してくれているのです。
我々が研修牧場をつくるときに、誰も補助金を
出しませんでした。道庁ですら、農協がそんなこ

とをやるものではない、北海道には農業高校だっ
て農業系の大学だってこんなにいっぱいある、こ
んなに農業者が育っていると言われたのです。私
は、道庁の担当者に言ったのです。では、卒業生
ですぐ酪農をやれるという人がいたらいつでも連
れてきてください、すぐに就農させてあげます。
いまだに誰も連れてきてくれません。中央会も同
じです。中央会は、農協がそんなことをやったら
将来のお荷物になるからやめろという話をしまし
た。お荷物どころではないですよ。今、人を育て
なければいけないと言っている時代に、そういう
ことを見越すことのできないこの先見性のなさと
いうのは、農協改革で中央会を潰せと言われても
しょうがない。
少なくとも農協という組織は、5年先を見越し
ながら今何をするかをやっていくという、そうい
うものなのです。ですから、私どものところは、
毎年、5年先をシミュレーションします。5年先を
シミュレーションすると、農家の年齢と家族構成
が全部わかっていますから、それで見ていくと、
2年後には、あの人はやっぱりやめざるを得な
い、3年後はこの人、5年後はこうだと。では、来
年はどうなるか、再来年どうかと数えていくと、
20戸くらいはやめざるを得ない人が見えてくるわ
けです。そうすると、その跡地をどうするかと考
えたら、もう新規就農で入れるしかないな、と
なってしまうわけです。それで新規就農でも足り
ないときはどうするのかとなったら、法人参入も
これからは検討しなければならない時代に入ると
いうことです。そういうことで、実はこの、農業
生産法人酪農王国というものを、農協と地域のい
ろいろな産業の人たちに出資をしていただいて、
つくりました。これは何のためにつくったかとい
うと、法人の研修牧場です。これからは法人の研
修牧場も必要だと考えました。酪農というのは、
牛肉をやっていた皆さんが酪農に参入してくる
ケースが最近は増えてきています。これは、牛を

見る目を持っているからです。牛を見る目を持っ
ているからできるのです。ところが、ずぶの素人
が、俺は明日から酪農をやると言ってぽんと入っ
てきてやれるはずがないです。私は絶対にできな
いと思っています。そういう点からすると、法人
に入ってもらうためには、法人の社長ではなくて
もいいです、マネジャーをきちんと育てて、牧場
管理ができる者を育てていかなければならない。
そして、親会社に金を出してもらって、農業生産
法人をつくって、地域の生産基盤を守っていくと
いうことをやっていかなければならない、そうい
う時代に入ったと思っております。
先ほど荒木先生もおっしゃられましたが、今、
地方の人口がどんどん減っていくときに何をする
か、私は、農業が地域の核になって、農協がその
地域づくりのコーディネーターの役割を果たす時
代に入ったと思っているのです。今、酪農地帯の
農協は、金の使い道がなくて金が余っているので
す。どうしてかというと、生産手段は全部酪農家
が持っているからです。農協は、生産手段のため
の投資は何もしないで済むのです。うちは、全部
をアウトソーシングしてしまうので、トラックが
一台もありませんからね。そうすると、金の使い
道に困るのです。だったら、人を育てることにど
んどん金を使えばいいではないですか。
やはり、地域の酪農村の農協と自治体は、地域
の組合と協力して、人を育ててやっていくという
ことです。個人でだめだったら法人だっていいで
はないかということです。農協はブロックをして
クローズドシップでやる時代ではないです。オー
プンシップで、地域の農業をどうするか、地域コ
ミュニティーをどうやってつくっていくかという
ことを考えなければいけない、そういう時代に
入ったのです。私はそのように思っています。
そういう意味では、多様な経営体をいっぱいつ
くっていかなければならないのです。ロボット経
営もあれば、法人経営もあれば、放牧酪農をやる

者もいれば、いやいや、俺はフリーストールでや
ると、いろいろな経営体があって地域のコミュニ
ティーがしっかりと確保されるということです。
そして、何よりも大事なことは、どんなグローバ
ルな大波が来てもきちんと生き残っていくために
何が必要かといったら、日本の消費者に選ばれる
牛乳をつくっていくということです。安全でおい
しい牛乳をつくっていくということです。それが
日本の酪農家の最大の問題点ではないですか。も
う牛乳が足りない時代に入ってしまったのです。
日本の消費者に選ばれる牛乳をつくることを我々
酪農家は一番に心がけてやっていく時代に入った
ということです。
それは、言ってみれば、地域再生の課題でもあ
るのです。今、日本の田舎の人口が減っていま
す。その中でも顕著に減っていくのは漁村なので
す。そうすると、北海道の地方の町村は何で地域
を守るかといったら、農業で守るしかないので
す。ましてや、酪農しかできない私どものような
ところは酪農をしっかり守る。そのためにやれる
ことは何でもやる。農協にタブーはないです。そ
ういう時代に入ったと私は思っています。
さて、一元集荷体制の課題でありますけれど
も、先ほど来、先生方皆さんがおっしゃられまし
たので、改めて私から申し上げることはありませ
んけれども、やはり無条件委託の是非ですね。本
当に無条件委託でいいのか。無条件委託というこ
との裏返しの問題は、委託された牛乳は指定生産
者団体は絶対に拒否してはならないということな
のです。ところが、平成18年にやりました。そし
て今の乳牛の減少の一番の原因をつくったので
す。ホクレンは、あの時北海道の、平成18年3月
の1カ月で1万1,000頭の経産牛淘汰をやったんで
す。それ以来、北海道の酪農は、がたがたがたと
下がりました。乳牛とはそういうものなのです。
これは我々生産者からしたら、とんでもないこと
をやったと思います。ただ、あの時、うちの農協

は一頭も淘汰しませんでした。計画生産はやろう
と思えばやれたのです。それは、計画生産の個別
割り当てではないです。183戸の酪農家がいた
ら、その年の牛乳が伸びる人もいれば、下がる人
もいるのです。特に、放牧酪農をやったら、必ず
そういうことになる。それを農協として全体を管
理すればいいのです。プラスマイナスをどう調整
するかによって、浜中農協に割り当てられた乳量
を9万1,000トンなら9万1,000トンの枠に入ってい
ればいいだけの話です。農協というのはそれがで
きるのです。そういうことをやらなかった農協が
黙ってホクレンの言うとおり、経産牛を淘汰して
しまっておかしなことになった。ですから、ホク
レンの言うことを聞いたら、ろくなことがないと
いうのは、あの時にみんながわかったんじゃない
ですか。
あと、多元販売も現在のシステムがいいのかど
うかということもあります。一番いいのは、産地
表示をすることです。茂木社長は北海道と名がつ
けば売れるとおっしゃられましたけれども、私
は、もう一歩進めて、その地域のテロワールを表
示できるような牛乳生産、地域の表示で売れる時
代に入ったのです。米では確実にその時代に入っ
ています。銘柄と産地です。いずれ牛乳もそうな
ります。そういうことを考えてしっかりやってい
く、それを一元集荷の中でどう生かせるかどうか
がこれからの課題だというふうに思います。それ
は、乳業メーカーとのコラボです。うちはこうい
う牛乳をつくるから、この牛乳でこういう乳製品
をつくってほしい、あるいは、こういう飲用牛乳
をつくってほしい。それを日本全国で消費者とき
ちんと向き合って商売する、そういうことをしな
ければならない時代に入ったと私は思っていま
す。
産地表示という地域アピール問題は、地域の皆
さんが頑張っていいものをつくったのだったら、
その産地表示でちゃんと売れるようにしていこう
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ではないか。それが今の一元集荷、多元販売の中
でもできるはずです。それができないのだった
ら、こんなものはぶち壊したほうがいいと私は思
います。
最後になりますが、消費者の評価を価格に反映
できるような価格のとり方、つくり方ですね。こ
れは、我々生産者団体も生産者も含め、メーカー
も含めてやっていかなければならない課題だろう
と思います。今、いろいろな意味で一元集荷、多
元販売が曲がり角にあるのは事実です。茂木社長
のような方が現れて、言ってみれば、フリーに商
売ができるような仕掛けができてきた。そうだと
したら、そういう方向性もあるのではないかと
思っております。
以上でございます。どうもありがとうございま
した。

（2016年4月21日受理）


